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司 会  森村 等ＳＡＡ 

点 鐘  鯨井会長 

ソング  奉仕の理想 

 

 

会長挨拶             鯨井会長 

 

今月は、識字率向上

月間です。本日は、地

区支援グループコー

ディネーターの古屋

パストの卓話です。よ

ろしくお願いいたし

ます。 

この一週間いろい

ろな事件がありまし

た。一つは、携帯電話

による入試におけるカンニング。若者の技術に凄さ

を感じますが、もっと有効に使用してもらいたいも

のです。 

もう一つは、少女殺傷事件です。どんな動機なの

かまったく想像つきません。子供の成長はうれしい

ものですが、一人で行動させるのは、気を配らなけ

ればいけないと感じた方が多いと思います。ご冥福

を祈ります。 

話は変わりますが、今月さくらマラソンにエント

リーしているため、昨日トレーニングしました。ラ

ンニングと、サイクリングです。サイクリングでは、

リュックを背負って買い物です。行きは空っぽ、帰

りは満タン、妻に‘危ない人に見られるよ’とから

かわれました。 

 

 

幹事報告             堀越幹事 

 

1. ニュージーランド地震災

害義援金について 

 

 義援金送金の要請  

送金先、方法についての連

絡 

 

2. 米山奨学生の世話クラブとカウンセラー引き受

けについてのお願い 

 

受入依頼奨学生  名前 ＹＵ、ＺＨＡＮ  ウ 

チン さん 

●出身：中国 ハルピン  

●２６才 男性 

●埼玉工業大学電子工学専攻 博士２年生 在学 

  

3. ＲＩより元ロータリークラブ会長へのアンケー

ト依頼 

 

4. 2011 年 地区協議会開催について 

日時：４月２４日（日）  

登録： 9 時 30 分  

点鐘：10 時 00 分 

会場：ものつくり大学 行田市 

 

ホストクラブ  行田さくらＲＣ 

 

 

委員会報告 
出席報告           加藤 恭保委員 

例会日 総数 出席免除 欠席者 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 

3/7 21 7 (3) 3 82.35% 1 

 

 

ニコニコＢＯＸ委員会 
ニコニコボックス拠金報告    加藤 恭保委員 

例会日         件数 金額 

3/7 本日の報告 6 件 9,000 円 

  本年度累計 212 件 293,000 円 

 

 

鯨井 邦夫さん 

古屋パスト、本日卓話宜しくお願いいたします。 

 

田代 充雄さん 

古屋パスト、卓話講師宜しくお願いします。 
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加藤 睦夫さん 

4/24（日）に次年度地区協議会がございます。幹事

さん、4 大奉仕、財団、米山の皆様、日曜日ですが宜

しくお願いします。 

 

橋本 篤史さん 

前回欠席申し訳ありません。今日は古屋パスト宜し

くお願いします。誕生祝い、ありがとうございます。 

 

古屋 一生さん 

小島先生、本日はご多忙のところおいでいただきあ

りがとうございます。宜しくお願いいたします。ま

た、2/26ＩＭにはご苦労様でした。 

 

吉田 正己さん 

前回お休みすみませんでした。 

 

 

 

 

 

誕生日 

橋本 篤史さん    昭和 44 年 3 月 3 日 

村山 廣道さん    昭和 26 年 3 月 17 日 

 

結婚記念日 

早川 清治さん  3 月 27 日 

 

 

 

卓話   識字率向上月間に因んで 

 古屋パスト会長  地区支援グループコーディネーター 

皆さんすでに御承知のことと思いますが識字向上については 1986

年以来国際ロータリーの強調事項になっておりますが、1997 年 RI

理事会で 7 月を識字率向上月間に指定致しましたが 2006-07 年度

から識字向上月間は 3 月に変更になりました。日本では教育機関

が出来上がっておりますからなじみが薄いのではないでしょうか。 

国際ロータリーの強調事項ですから地域社会で読み書きを向上させるプロジェクトを支援するという事です。 

今日では国際ロータリーと国際読書協会と協カして、数多くの識字プロジェクトを実施していますが開発途上

国だけでも 1 億人からの子供が学校にも行けず読み書きを学んでいないそうです。 

又、読み書きが出来ない人は子供を含めて世界人口の 15％に相当する 10 億人とュニセフは推定しています。 

又、非識字の女性は世界で 5 億人、成人非識字人口の 3 分の 2 に当たるとされている。 

地域的にみてみますとインド・アフリカ・中国・東单アジア・アラブ 

しかし、識字向上を考えてみますと幼少期からの初等教育が極めて重要な影響を及ぼすのではないでしようか。 

世界の多くの地域で女性の教育が開かれていない為に、女性に非識字率は男性を大きく上回っております。 

特に低所得国では男女間の間では 20％以上の格差があるとも言われています。 

日本でのことを考えてみますと、徳川家康が江戸幕府をひらいた頃の全国耕作面積は 150 万町歩だったそうで

す。 

それが 100 年後の元禄時代には倍の 300 万町歩になり、このとき初めて庶民は 1 日に 3 回食事を摂ることが出

来る様になり、その後全国に寺小屋ブームが起こったのです。 

「衣食足りて礼節を知る」ということになります。 

生活の安定があって初めて識字率が向上したのです。 


